
前期
学 類

合計
人間発達 行政社会 経済経営 共生理工 現代教養

性

別

男子
８７ １２５ １４０ １００ ２９ ４８１

３６．６％ ５５．８％ ６９．０％ ６９．９％ ５４．７％ ５５．９％

女子
１５１ ９９ ６３ ４３ ２４ ３８０

６３．４％ ４４．２％ ３１．０％ ３０．１％ ４５．３％ ４４．１％

合計 ２３８ ２２４ ２０３ １４３ ５３ ８６１

後期
学 類

合計
人間発達 行政社会 経済経営 共生理工 現代教養

性

別

男子
９５ １１３ １６１ １２６ ２９ ５２４

３４．８％ ５５．９％ ６７．４％ ７４．１％ ５６．９％ ５６．０％

女子
１７８ ８９ ７８ ４４ ２２ ４１１

６５．２％ ４４．１％ ３２．６％ ２５．９％ ４３．１％ ４４．０％

合計 ２７３ ２０２ ２３９ １７０ ５１ ９３５

《調査報告》

福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査
－第２報 平成１７年度前期・後期調査結果の検討－

健康・運動学系＊

�．はじめに

本稿は中期目標計画にもとづく６年間の系研究（「身

体リテラシー教育の充実に関する実践的研究」）の２年

目、平成１７年度に取り組んだ調査の報告である。問題

意識、研究課題設定の経緯、新たな構成概念「身体リ

テラシー」を据え研究を展開する意義については、前

報１）の「はじめに」を参照されたい。前年度に引き続き

学生の身体リテラシーの現状を把握するとともに、第

１セメスター（前期）開始直後と第２セメスター終了

時点（後期）に実施した同じ項目による調査結果につ

いて、前後の変化の検討を主要な目的とした。

１．調査内容

質問項目は基本的に平成１６年度実施のものを踏襲し、

健康維持に関する生活状況や身体運動、身体活動量と、

スポーツに開する意識をとらえる内容で構成した。身

体運動やスポーツに関する意識を問う項目では、「強く

そう思う」から「全くそう思わない」までの４段階で

回答を求めた。健康維持に関わる生活状況と身体活動

量については、行動の有無について二件法で回答を求

め、身長、体重、時刻を記入させた。なお定期的運動

実施に関わる心理的特性については岡による運動セル

フエフィカシー（以下運動ＳＥと略記）を、また身体活

動量については村瀬らによる国際標準化身体活動質問

表（ＩＰＡＱ）日本語版Long Version（ＬＶ）を用いた。

集計には統計パッケージ SPSS Ver.ｌ４を用い、クロス

集計結果の差異の検討のため有意水準５％未満による

x２検定、平均値についてはｔ検定を行った。各集計表の

数値は特にことわらない限り、上段に回答人数、下段

に割合（％）を示した。

２．調査時期および調査対象

調査は第１回目を平成１７年４月、第２回目を平成１８

年１月に実施した。対象は平成１７年度健康・運動科学

実習の受講者全員とした。表�－１、表�－２にその

内訳を示した。なお調査日に欠席者したもの、また所

属や性別などについて回答漏れのあったものは集計か

ら除いた。

表�－１ 前期調査回答数

表�－２ 後期調査回答数

＊健康・運動学系教員：新谷崇一、小川 宏、菅家礼子、川本和久、工藤孝幾、黒須 充、佐々木武人、佐藤 理、坂上康博、
白石 豊、鈴木裕美子、杉浦弘一、中村民雄、深倉和明、森 知高、安田俊広
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ９４ １９６ １５０ ３２ ４７２ ２．２５

女子 １１４ １５１ ８７ １０ ３６２ １．９８

全体
％

２０８
２４．９

３４７
４１．６

２３７
２８．４

４２
５．０

８３４
１００．０ ２．１４

男子 ７４ ２１０ １８７ ４８ ５１９ ２．４０

女子 １０４ １８３ １１０ １１ ４０８ ２．０７

全体
％

１７８
１９．２

３９３
４２．４

２９７
３２．０

５９
６．４

９２７
１００．０ ２．２６

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 １１０ １８１ １２７ ５３ ４７１ ２．２６

女子 １１２ １７３ ６７ １０ ３６２ １．９３

全体
％

２２２
２６．７

３５４
４２．５

１９４
２３．３

６３
７．６

８３３
１００．０ ２．１２

男子 １２２ １９３ １４５ ５９ ５１９ ２．２７

女子 １２４ １８８ ８３ １２ ４０７ １．９６

全体
％

２４６
２６．６

３８１
４１．１

２２８
２４．６

７１
７．７

９２６
１００．０ ２．１３

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 １３２ １８２ １２４ ３４ ４７２ ２．１３

女子 １０７ １４５ ９７ １３ ３６２ ２．０４

全体
％

２３９
２８．７

３２７
３９．２

２２１
２６．５

４７
５．６

８３４
１００．０ ２．０９

男子 １３６ １７８ １６３ ４２ ５１９ ２．２１

女子 １１５ １５７ １１４ ２２ ４０８ ２．１１

全体
％

２５１
２７．１

３３５
３６．１

２７７
２９．９

６４
６．９

９２７
１００．０ ２．１７

�．運動文化＆コミュニケーション部門

１．各項目の前後期比較から

Ｑ３９「自分の運動能力は高いほうだと思う」（表�－

１）では、全体として前期２．１４に対して後期２．２６と上

昇した。後期に肯定的回答をした割合が前期より有意

に高く、その増加分は男子においてより顕著である。

この結果を、学生達が１年間の健康・運動科学実習を

通じて運動能力を向上させることが出来、自分の運動

能力に自信を持てるようになったと単純に考えてよい

のか、あるいは同級生の運動能力が、入学当初の予想

よりも低かったので、相対的に自分の運動能力評価が

上がったのかは、これだけの結果からは判断出来ない。

表�－１ 自分の運動能力は高い方だと思う

Ｑ４０「スポーツは相手に勝たないと意味がないと思

う」（表�－２）では、前後期でほとんど変化していな

い結果となった。スポーツは結果として相手に負けた

としても、その競い合う過程を楽しむことやチームで

協力すること、負けから学ぶことも数多くあるだろう。

したがって生涯スポーツの観点で授業を展開している

立場からすれば、この質問に対しては否定的な回答が

増えることを期待していたが、変化はほとんどなく、

むしろ僅かではあるが、男女とも肯定の方向に平均が

動いていることは、意外な結果となった。しかし考え

てみれば、こうした生涯スポーツの観点に立ったスポ

ーツの広い意義や価値について、授業担当者間で確認

し、共通のプログラムを用意するなどして一貫した授

業展開をしていたわけではないため、変化がないのは

当然の結果とも言える。今後、このスポーツの意義に

ついて、一貫した教育を展開していく必要性があるだ

ろう。

表�－２ スポーツは相手に勝たないと意味がないと思う

Ｑ４１では「スポーツは運動能力が高くないと楽しめ

ない文化だと思う」（表�－３）と、スポーツに対する

考え方を尋ねた。回答の平均は男子、女子ともに後期

の方が高く、肯定的回答の割合では、男子および全体

で後期の方が有意に高い結果となった。また、Ｑ４９「授

業では、技能レベルにかかわらず、みんなと一緒にス

ポーツを楽しむことが出来る」（表�－４）では、前後

期を比較して、平均値ではほとんど変化がなかったも

のの、肯定的回答の割合では、男子が減少し、女子が

増加している。これらの結果から、男子の方が、技能

レベルや運動能力が高いほどスポーツを楽しめると強

く感じていることが分かる。Ｑ２と同様、これらの質

問に対しても、スポーツは運動能力の高低にかかわら

ずみんなが楽しめる文化であることを理解させ、その

成果を確認したかったのだが、スポーツ文化の捉え方

について授業担当者間で十分に議論されていなかった

ため、スポーツを実施しての素直な反応が出たとも言

える。ただ、このように「結局スポーツは上手な人だ

けが楽しむもの」と捉えられてしまうことは、生涯ス

ポーツの観点からは望ましくない。上手な人や、勝っ

た人だけが楽しい思いをするのではなく、それぞれの

レベルが一緒にスポーツして、みんなが楽しめるスポ

ーツの実施方法について、担当者間で事前に検討して

おく必要がある。

表�－３ スポーツは運動能力が高くないと楽しめない文化だと思う
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ２０ １１６ ２１８ １１８ ４７２ ２．９２

女子 １０ ８５ １６８ ９９ ３６２ ２．９８

全体
％

３０
３．６

２０１
２４．１

３８６
４６．３

２１７
２６．０

８３４
１００．０ ２．９５

男子 ２６ １３９ ２０７ １４７ ５１９ ２．９２

女子 １２ ８９ １８５ １２２ ４０８ ３．０２

全体
％

３８
４．１

２２８
２４．６

３９２
４２．３

２６９
２９．０

９２７
１００．０ ２．９６

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 １１ ３７ １４７ ２７８ ４７３ ３．４６

女子 ２ ４８ １３８ １７４ ３６２ ３．３４

全体
％

１３
１．６

８５
１０．２

２８５
３４．１

４５２
５４．１

８３５
１００．０ ３．４１

男子 １２ ４７ １６０ ２９８ ５１７ ３．４４

女子 ４ ４２ １４５ ２１６ ４０７ ３．４１

全体
％

１６
１．７

８９
９．６

３０５
３３．０

５１４
５５．６

９２４
１００．０ ３．４３

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ５５ ２１７ １５１ ５０ ４７３ ２．４１

女子 ２０ １３３ １５４ ５５ ３６２ ２．６７

全体
％

７５
９．０

３５０
４１．９

３０５
３６．５

１０５
１２．６

８３５
１００．０ ２．５３

男子 ７１ ２４０ １４９ ５９ ５１９ ２．３８

女子 ３２ １５３ １４６ ７７ ４０８ ２．６６

全体
％

１０３
１１．１

３９３
４２．４

２９５
３１．８

１３６
１４．７

９２７
１００．０ ２．５０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ３０ １２７ ２３７ ７９ ４７３ ２．７７

女子 １２ １１２ １７０ ６８ ３６２ ２．８１

全体
％

４２
５．０

２３９
２８．６

４０７
４８．７

１４７
１７．６

８３５
１００．０ ２．７９

男子 １９ １２２ ２２７ １５０ ５１８ ２．９８

女子 ２０ １０５ ２１４ ６９ ４０８ ２．８１

全体
％

３９
４．２

２２７
２４．５

４４１
４７．６

２１９
２３．７

９２６
１００．０ ２．９１

表�－４ 授業では、技能レベルにかかわらず、みん
なと一緒にスポーツを楽しむことが出来る

Ｑ４２「運動は人間が生きていく上で欠かせないもの

だと思う」（表�－５）に対しては、前後期ほとんど変

化がなく、約９割の学生が肯定的回答をしている。ほ

とんどの学生が運動の必要性について理解していると

言えるが、残り１割の学生にも授業を通じて理解させ、

１００％を目指していきたい。

表�－５ 運動は人間が生きていく上で欠かせないものだと思う

Ｑ４３「授業では、誰とでも気軽に話をすることが出

来 る」（表�－６）で は、男 子（２．４１→２．３８）、女 子

（２．６７→２．６６）ともに後期の方が僅かながら減少傾向

を示した。Ｑ５０「授業では、いつも決まった仲間だけ

で会話している」（表�－７）では全体として後期に肯

定的回答の割合が有意に高くなっており（６６．３％→

７１．３％）、特に男子の変化が大きい（６６．８％→７２．８％）。

これらの結果から、授業中の学生間の会話は次第に固

定化していき、その傾向は男子により顕著であること

が分かる。授業の中で、スポーツ活動を通していろい

ろな人と接し、知り合いは増えていくであろうが、そ

の中で徐々に気の合う仲間を見つけ、仲良くなってい

くことで、１年の終わり頃にはそうした気の合う仲間

だけの会話になっていく姿が読みとれる。これはある

意味自然な流れとも考えられるが、ごく少数の仲間で

いつも固まってしまい、それ以外の人と関わろうとし

なくなることは、身体リテラシーとしては望ましくな

い。健康・運動科学実習をセメスター化したことで、

前、後期で学ぶ種目とともに学ぶ集団を再構成出来る

ことは、通年同じ集団で学んでいた旧カリキュラムよ

りも、幅広い人間関係を形成する可能性が広がったと

言える。さらにこの仲間固定化傾向に歯止めをかける

べく、授業内容や展開方法を工夫する必要があるだろ

う。

表�－６ 授業では、誰とでも気軽に話をすることが出来る

表�－７ 授業では、いつも決まった仲間だけで会話している

Ｑ４７「授業では、自分だけでなく、他の人も楽しん

でいるかがすごく気になる」（表�－８）では、前後期

ほとんど変化がないが、男子は僅かながら平均値が上

昇している（２．９７→３．０２）。Ｑ４５「授業では、他の人の

ナイスプレーやいい動きを一緒になって喜んだり称賛

したりできる」（表�－９）では、男子の平均値が下が

り（３．３４→３．３１）、女子が上がっている（３．４６→３．４８）。

また、Ｑ５１「授業の中で、たくさんの人と関わること

が楽しい」（表�－１０）では、女子に比べて男子の落ち

込みが大きく（女子３．０９→３．０３、男子２．８６→２．６９）、男

子の肯定的回答は後期、有意に低くなっている（６９．１％

→５６．４％）。逆にＱ５４「授業の中で、集団の輪の中に

入っていくことが苦手である」（表�－１１）では、男子

の平均値が上がり（２．４３→２．５２）、女子では下がってい

た（２．３０→２．２８）。これらの結果から、授業では男子の

方が他の人を気にかけてはいるが、自分から集団に加

わっていったり、積極的に関わりを持ったりする関係

作りについては、女子がある程度望ましい変化を遂げ

ているのに対して、男子は授業の狙いが達成されてい

るとは言えないことが分かる。一般的には、こうした

仲間との関係作りという点ではもともと女子の方が得

意という印象があるが、授業の狙いとして学生間のコ

ミュニケーション活性化が掲げられている以上、この

現状を踏まえて、男子にも望ましい変化が現れるよう
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ２７ ９６ ２１５ １３４ ４７２ ２．９７

女子 １０ １０７ １６０ ８５ ３６２ ２．８８

全体
％

３７
４．４

２０３
２４．３

３７５
４５．０

２１９
２６．３

８３４
１００．０ ２．９３

男子 ３０ １０６ ２０９ １７４ ５１９ ３．０２

女子 ２１ １０９ １７０ １０８ ４０８ ２．８９

全体
％

５１
５．５

２１５
２３．２

３７９
４０．９

２８２
３０．４

９２７
１００．０ ２．９６

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ２４ １２２ ２２１ １０６ ４７３ ２．８６

女子 ７ ７０ １６８ １１７ ３６２ ３．０９

全体
％

３１
３．７

１９２
２３．０

３８９
４６．６

２２３
２６．７

８３５
１００．０ ２．９６

男子 ２７ １９９ ２０２ ９０ ５１８ ２．６９

女子 １２ ８７ １８７ １２２ ４０８ ３．０３

全体
％

３９
４．２

２８６
３０．９

３８９
４２．０

２１２
２２．９

９２６
１００．０ ２．８４

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ７２ １８５ １５８ ５８ ４７３ ２．４３

女子 ７３ １５１ ９４ ４４ ３６２ ２．３０

全体
％

１４５
１７．４

３３６
４０．２

２５２
３０．２

１０２
１２．２

８３５
１００．０ ２．３７

男子 ７８ １８３ １６７ ９１ ５１９ ２．５２

女子 ８４ １６７ １１６ ４１ ４０８ ２．２８

全体
％

１６２
１７．５

３５０
３７．８

２８３
３０．５

１３２
１４．２

９２７
１００．０ ２．４２

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ８０ ２２９ １１９ ４４ ４７２ ２．２７

女子 ４５ １９０ ９２ ３５ ３６２ ２．３２

全体
％

１２５
１５．０

４１９
５０．２

２１１
２５．３

７９
９．５

８３４
１００．０ ２．２９

男子 ９３ ２５８ １２２ ４６ ５１９ ２．２３

女子 ６４ １９０ １０４ ５０ ４０８ ２．３４

全体
％

１５７
１６．９

４４８
４８．３

２２６
２４．４

９６
１０．４

９２７
１００．０ ２．２８

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ３６ １７６ １９９ ６２ ４７３ ２．６１

女子 １１ １２６ １９５ ２９ ３６１ ２．６７

全体
％

４７
５．６

３０２
３６．２

３９４
４７．２

９１
１０．９

８３４
１００．０ ２．６３

男子 ４３ １９９ ２０６ ７０ ５１８ ２．５８

女子 １３ １２８ ２１２ ５３ ４０６ ２．７５

全体
％

５６
６．１

８２７
３５．４

４１８
４５．２

１２３
１３．３

９２４
１００．０ ２．６６

授業を工夫していきたい。

表�－８ 授業では、自分だけでなく、他の人も楽し
んでいるかがすごく気になる

表�－９ 授業では、他の人のナイスプレーやいい動
きを一緒になって喜んだり称賛したりする

表�－１０ 授業の中で、たくさんの人と関わることが楽しい

表�－１１ 授業の中で、集団の中に入っていくことが苦手である

Ｑ４８「授業では、他の人に、自分から声をかけて働

きかけていくほうだ」（表�－１２）では、男子の平均値

が下がり（２．２７→２．２３）、女子が上がった（２．３２→

２．３４）。しかしＱ５２「授業の中で、練習やゲーム等を改

善するための具体的な意見や提案を、自らすすんで出

すことが出来る」（表�－１３）では、男女ともに下がっ

ているものの、女子の落ち込みがより大きくなってい

る（２．０９→１．９８）。これらの結果から、女子は単純な声

かけは積極的に行うが、授業の提案などの場面では次

第に消極的になっていく傾向があることが分かる。

表�－１２ 授業では、他の人に、自分から声をかけて働きかけていくほうだ

表�－１３ 授業の中で、練習やゲーム等を改善するた
めの具体的な意見や提案を、自らすすんで出すことが出来る

Ｑ４４「授業の準備や後片づけ等を、自らすすんで行

うほうだ」（表�－１４）では、前後期とも、肯定的回答

が半数を超えており（前期５８．２％、後期５８．５％）、前期

よりも後期の方が僅かながら平均値が高くなっている

（２．６３→２．６６）。ただ回答のばらつきは後期に大きく

なっており、積極的にやる人と全然やらない人に分か

れる傾向も見受けられる。授業担当者としては、積極

的に手伝ってくれる学生につい、準備や後片づけを任

せてしまいがちになるが、そうした作業も授業内容の

一つと考えて全体に指導していくべきであろう。

表�－１４ 授業の準備や後片づけ等を、自ら進んで行うほうだ

Ｑ４６「どんなに苦手な運動でも練習していけば必ず

上達すると思う」（表�－１５）では、平均値が上昇した

（３．００→３．０７）。これは実習の中で半期間、選択した種

目を続けて練習した結果、最初よりも上達したという

実感があったからではないかと思われる。たとえレク

リエーションであろうと、上達する楽しさを味わわせ

ることは大切なことと考えられる。

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ８ ４９ １９１ ２２５ ４７３ ３．３４

女子 ２ ２４ １４２ １９３ ３６１ ３．４６

全体
％

１０
１．２

７３
８．８

３３３
３９．９

４１８
５０．１

８３４
１００．０ ３．３９

男子 ７ ６７ ２０１ ２４４ ５１９ ３．３１

女子 ２ ２５ １５６ ２２４ ４０７ ３．４８

全体
％

９
１．０

９２
９．９

３５７
３８．６

４６８
５０．５

９２６
１００．０ ３．３９

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 １０６ ２５４ ８５ ２８ ４７３ ２．０７

女子 ６９ ２０９ ６７ １７ ３６２ ２．０９

全体
％

１７５
２１．０

４６３
５５．４

１５２
１８．２

４５
５．４

８３５
１００．０ ２．０８

男子 １４４ ２５０ ８８ ３７ ５１９ ２．０３

女子 １０５ ２１８ ７２ １３ ４０８ １．９８

全体
％

２４９
２６．９

４６８
５０．５

１６０
１７．３

５０
５．４

９２７
１００．０ ２．０１

２８ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ３１ １０１ １６０ １８１ ４７３ ３．０４

女子 １４ ９２ １５３ １０３ ３６２ ２．９５

全体
％

４５
５．４

１９３
２３．１

３１３
３７．５

２８４
３４．０

８３５
１００．０ ３．００

男子 １８ １０９ １７９ ２１３ ５１９ ３．１３

女子 ２１ ９５ １５５ １３４ ４０５ ２．９９

全体
％

３９
４．２

２０４
２２．１

３３４
３６．１

３４７
３７．６

９２４
１００．０ ３．０７

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ５７ ２４０ １３９ ３７ ４７３ ２．３３

女子 ３０ ２０６ １１２ １４ ３６２ ２．３０

全体
％

８７
１０．４

４４６
５３．４

２５１
３０．１

５１
６．１

８３５
１００．０ ２．３２

男子 ６５ ２５１ １５７ ４６ ５１９ ２．３５

女子 ５９ ２１０ １１７ ２２ ４０８ ２．２５

全体
％

１２４
１３．４

４６１
４９．７

２７４
２９．６

６８
７．３

９２７
１００．０ ２．３１

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 １１４ ２３４ ９４ ３１ ４７３ ２．０９

女子 ７４ １９４ ８０ １４ ３６２ ２．０９

全体
％

１８８
２２．５

４２８
５１．３

１７４
２０．８

４５
５．４

８３５
１００．０ ２．０９

男子 １３１ ２３６ １１２ ４０ ５１９ ２．１２

女子 ７０ １９８ １１５ ２５ ４０８ ２．２３

全体
％

２０１
２１．７

４３４
４６．８

２２７
２４．５

６５
７．０

９２７
１００．０ ２．１７

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ すごく

そう思う 合計 平均

男子 ２４ １２８ １９２ １２９ ４７３ ２．９０

女子 １０ ９１ １４９ １１２ ３６２ ３．００

全体
％

３４
４．１

２１９
２６．２

３４１
４０．８

２４１
２８．９

８３５
１００．０ ２．９４

男子 ３８ １１４ １９８ １６８ ５１８ ２．９６

女子 １９ ７９ １７２ １３８ ４０８ ３．０５

全体
％

５７
６．２

１９３
２０．８

３７０
４０．０

３０６
３３．０

９２６
１００．０ ３．００

表�－１５ どんなに苦手な運動でも練習していけば必ず上達すると思う

Ｑ５３「授業の中では、機転を効かせて、すぐ行動に

移すことが出来る」（表�－１６）では、前期は男女ほと

んど差がなかったが、後期は男子の平均値が上がり

（２．３３→２．３５）、女子が下がっている（２．３０→２．２５）。

これは学生が主にプレー中の判断力や行動力をイメー

ジした結果ではないかと考えられるが、ゲームの準備

や練習の仕方、他の人への配慮や声かけなど、プレー

以外での機転や行動力も含めて、実習を通じて向上さ

せていきたい。

表�－１６ 授業の中では、機転を効かせて、すぐ行動に移すことが出来る

Ｑ５５「授業の中で、自分は雰囲気を盛り上げること

に貢献していると思う」（表�－１７）では、後期の肯定

的回答の割合が全体として有意に高くなっており

（２６．２％→３１．５％）、男女別では女子の割合が有意に高

くなっていた（２６．０％→３４．３％）。Ｑ５６「授業では、プ

レー中に自分の感情（喜び、くやしさ等）を素直に表

すことが出来る」（表�－１８）でも、全体として前期よ

りも後期の平均値が高くなっている（２．９４→３．００）。こ

れらの結果から、入学当初はやや恥ずかしさもあり、

感情を表に出しにくかったが、徐々に知り合いが増え、

素直に感情表出できるようになり、１年の終わり頃に

は、みんなで盛り上げていくスポーツ活動が出来るよ

うになっていったと考えられる。このような変化は身

体リテラシーとして好ましいものであり、単に自分の

スポーツ技能を上達させることだけでなく、集団の中

で、周りにいい影響を与えられる存在になれるよう指

導していきたい。

表�－１７ 授業の中で、自分は雰囲気を盛り上げることに貢献していると思う

表�－１８ 授業では、プレー中に自分の感情（喜び、
くやしさ等）を素直に出すことが出来る

２．まとめと今後の課題

今回は、スポーツ文化やコミュニケーションに関す

る１８項目からなるアンケートを前期の初めと後期の終

わりに実施し、その変化を中心に分析した。その結果、

授業の狙いに沿った変化が明らかに見られた項目は「自

分の運動能力は高い方だと思う」、「授業の中で、自分

は雰囲気を盛り上げることに貢献していると思う」の

２つ、狙いとは逆の方向に変化が見られた項目は「ス

ポーツは運動能力が高くないと楽しめない文化だと思

う」、「授業では、いつも決まった仲間だけで会話して

いる」、「授業の中で、たくさんの人と関わることが楽

しい」の３つ、それ以外は統計上有意な変化が見られ

なかった。もちろん、「運動は人間が生きていく上で、

欠かせないものだと思う」など、前後期で変化は見ら

れなくても、前期の初めから望ましい結果が高い割合

で維持されているものも多く、一概に、変化がないか

らといって成果が上がっていないとは言えないだろう。

ただ、前後期で変化が少なかったという今回の結果

は、人間の価値観や性格、行動様式は変容しにくい、

ということを示しているとも言える。そうした状況の

中で学生の身体リテラシーを向上させていくためには、

全ての担当者が一貫した姿勢で学生を教育していく必

要性があり、そのために統一した身体リテラシー概念

の構築と、それに基づいた共通プログラムの開発が必
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

前

期

男子 ２８ １３８ ２２３ ９１ ４８０

女子 １０ １０３ ２０６ ５９ ３７８

全体
％

３８
４．４

２４１
２８．１

４２９
５０．０

１５０
１７．５

８５８
１００．０

後

期

男子 ３５ １７７ ２３５ ７７ ５２４

女子 １２ １１０ ２３３ ５６ ４１１

全体
％

４７
５．０

２８７
３０．７

４６８
５０．１

１３３
１４．２

９３５
１００．０

何もしない 充分な睡眠時
間を確保

夜更かしをし
ない

食事の時間を
決めている

栄養のバラン
スを考える

日常生活で動
く

定期的に運動
する その他 合計

前

期

男子 １５０ １４７ ７９ ７３ １５４ １５３ １４４ ９ ９０９

女子 １２７ １２９ ７４ ６０ １２１ ９５ ３５ １６ ６５７

全体
％

２７７
１７．７

２７６
１７．６

１５３
９．８

１３３
８．５

２７５
１７．６

２４８
１５．８

１７９
１１．４

２５
１．６

１，５６６
１００．０

後

期

男子 １９６ １３０ ６０ ６５ １６４ １４１ １３４ ７ ８９７

女子 １４２ １１０ ６４ ５７ １６４ １０１ ６４ ７ ７０９

全体
％

３３８
２１．０

２４０
１４．９

１２４
７．７

１２２
７．６

３２８
２０．４

２４２
１５．１

１９８
１２．８

１４
０．９

１，６０６
１００．０

決まっている 決まってない 食べない 合計

前

期

男子 ２５９ １８９ ３１ ４７９

女子 ２１７ １４３ １８ ３７８

全体
％

４７６
５５．５

３３２
３８．７

４９
５．７

８５７
１００．０

後

期

男子 １８８ ２１６ １２０ ５２４

女子 １７９ １６６ ６３ ４０８

全体
％

３６７
３９．４

３８２
４１．０

１８３
１９．６

９３２
１００．０

決まっている 決まってない 合計

前

期

男子 １４３ ３３５ ４７８

女子 ９９ ２７９ ３７８

全体
％

２４２
２８．３

６１４
７１．７

８５６
１００．０

後

期

男子 １２４ ４００ ５２４

女子 ９７ ３１３ ４１０

全体
％

２２１
２３．７

７１３
７６．３

９３４
１００．０

要になってくると考えられる。

�．健康部門

１．健康意識について

『あなたは自分を健康だと思いますか』との質問に

対し、表１のような回答を得た。全体として、肯定的

な意見が６５％程度を占め、その割合は前後期で違いは

認められなかった。

表�－１ あなたは健康だと思いますか

『健康の維持・増進のために取り組んでいることは

ありますか』との質問に対し、表２のような回答を得

た。前期においては「十分な睡眠時間の確保」「栄養の

バランス」「日常生活で動くように心掛ける」が上位を

占め、「定期的に運動する」が続いた。一方「何もしな

い」が約１８％であった。

後期においては「十分な睡眠時間の確保」が減少し、

「栄養のバランス」が増加した。そのほかの項目につ

いては前後期で変化が認められなかった。「何もしない」

も約３ポイント増加した。

表�－２ 健康の維持・増進のために取り組んでいること

２．生活習慣について

『朝食の時間は決まっていますか』との質問に対し、

表３のような回答を得た。「時間が決まっている」と回

答した学生は前期では５５％であったが後期には４０％と

減少した。一方「食べない」と回答した学生は前期６％

から後期２０％と増加した。

ひとり暮らしを始めたばかりの４月当初は、規則正

しい生活の中で朝食の時刻も定まっていたが、大学生

活になれるに従い生活のリズムが変化してきたため、

朝食の欠食が増加したと考えられる。

表�－３ 朝食の時間は決まっているか

『就寝時刻は決まっていますか』との質問に対し、

表４－１のような回答を得た。前後期を比較すると、

「就寝時刻が決まっていない」と回答する学生数が有

意に増加していた。

就寝時刻の平均は、前期０時１６分、後期０時４８分と

約３０分遅くなっていた。

表�－４ 就寝時刻が決まっているか

『起床時刻が決まっていますか』との質問に対し、

表４－２のような回答を得た。「起床時刻が決まってい

る」と回答した学生数が前期７０％、後期５４％と有意に

減少していた。

起床時刻の平均は、前期６時４４分、後期７時１３分と

就寝時刻が遅くなるのに呼応するように起床時刻も約

３０ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



決まっている 決まってない 合計

前

期

男子 ３１９ １５９ ４７８

女子 ２７９ ９９ ３７８

全体
％

５９８
６９．９

２５８
３０．１

８５６
１００．０

後

期

男子 ２６８ ２５６ ５２４

女子 ２３５ １７６ ４１１

全体
％

５０３
５３．８

４３２
４６．２

９３５
１００．０

吸っている 吸っていない 以前吸ってい
た 合計

前

期

男子 ３３ ４２３ ２３ ４７９

女子 ２ ３６９ ８ ３７９

全体
％

３５
４．１

７９２
９２．３

３１
３．６

８５８
１００．０

後

期

男子 ３９ ４２２ １８ ４７９

女子 ２５ ３３９ １６ ３８０

全体
％

６４
７．５

７６１
８８．６

３４
４．０

８５９
１００．０

良い 悪い どちらともい
えない 合計

前

期

男子 ４ ４５２ ２４ ４８０

女子 ０ ３７１ ８ ３７９

全体
％

４
０．５

８２３
９５．８

３２
３．７

８５９
１００．０

後

期

男子 ５ ４５７ １８ ４８０

女子 １ ３５６ ２２ ３７９

全体
％

６
０．７

８１３
９４．６

４０
４．７

８５９
１００．０

定期的に飲む 機会飲酒 飲まない 合計

前

期

男子 ３５ ３３０ １１５ ４８０

女子 ５ ２３７ １３７ ３７９

全体
％

４０
４．７

５６７
６６．０

２５２
２９．３

８５９
１００．０

後

期

男子 ３９ ３８４ ５３ ４７６

女子 １６ ３１８ ４１ ３７５

全体
％

５５
６．５

７０２
８２．５

９４
１１．０

８５１
１００．０

１ 全く体
力がない ２ ３ ４ 非常に

体力がある 合計

前

期

男子 ８３ ２１１ １５３ ３３ ４８０

女子 ７８ １８４ １０６ １１ ３７９

全体
％

１６１
１８．７

３９５
４６．０

２５９
３０．２

４４
５．１

８５９
１００．０

後

期

男子 ７６ ２１７ １５５ ３２ ４８０

女子 ５８ １７１ １２６ ２４ ３７９

全体
％

１３４
１５．６

３８８
４５．２

１２８
３２．７

５６
６．５

８５９
１００．０

３０分遅くなっていた。

睡眠時間の平均は前期６時間２８分、後期６時間２４分

とほとんど変化していなかった。

就寝時刻が遅くなることで起床時刻も遅くなり、朝

食の欠食が増えている可能性が考えられた。

表�－５ 起床時刻が決まっているか

『あなたは、たばこを吸っていますか』との質問に

対し、表５のような回答を得た。前後期を比較すると

喫煙者数に大きな変化は認められなかった。しかし女

子学生の喫煙者数が前期２名、後期２５名と増加してい

た。

近年女性の喫煙者数の増加が問題となっているが、

福島大学においても男子学生に比べ女子学生の喫煙者

の増加が確認された。男子学生においても喫煙者数の

増加が予想されたが、本調査において増加は認められ

なかった。健康増進法の施行以来喫煙環境が悪化して

いること、現在福島大学では屋内禁煙となっているこ

となどが喫煙者増加に歯止めをかけている可能性が考

えられる。

喫煙本数においては、前期１１．１本（男子１１．４本、女

子２．０本）、後期９．６本（男子１０．０本、女子９．２本）全体

では減少傾向にあるものの、女子学生の喫煙本数が増

加していた。

表�－６ タバコを吸っているか

『タバコは健康の維持・増進のために良いと思いま

すか。悪いと思いますか』との質問に対し、表６のよ

うな回答を得た。前後期を比較してほとんど変化が認

められなかった。「悪い」との回答が大半を占める中、

「良い」「どちらともいえない」が数パーセントいた。

大学入学後に喫煙者数が増えるという実態もあり、今

後禁煙教育の強化、防煙施策の強化が期待される。

表�－７ たばこは健康の維持増進に良いか

『あなたはお酒を飲みますか』との質問に対し、表

７のような回答を得た。「定期的に飲む」と回答する学

生数は変化しなかったが、「機会飲酒」と回答する学生

数が前期６６％、後期８３％と大きく増加した。

大学生になるといわゆる「飲み会」がある。機会飲

酒の学生が増加したことはやむを得ないことかもしれ

ない。しかし、大学１年生の多くは未成年者であるこ

とを考慮すると、機会飲酒者の増加は楽観視できない

問題でもある。

表�－８ お酒を飲むか

３．体力・身体活動に関する自己評価について

『あなたは、自分自身に体力があると思いますか』

との質問に対し、表８のような回答を得た。前後期を

比較すると肯定的な回答をする学生が前期３５％、後期

３９％とわずかではあるが増加傾向が認められた。

表�－９ あなたは自分自身に体力があると思いますか

『あなたは、自分自身に筋力があると思いますか』

との質問に対し、表９のような回答を得た。前後期を
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１ 全く筋
力がない ２ ３ ４ 非常に

筋力がある 合計

前

期

男子 １０４ ２１１ １４４ ２１ ４８０

女子 １０５ １８７ ７４ １３ ３７９

全体
％

２０９
２４．３

３９８
４６．３

２１８
２５．４

３４
４．０

８５９
１００．０

後

期

男子 ９１ ２３７ １２７ ２６ ４８１

女子 ８３ １８０ １０４ １２ ３７９

全体
％

１７４
２０．２

４７１
４８．５

２３１
２６．９

３８
４．４

８６０
１００．０

１ 全く瞬
発力がない ２ ３ ４ 非常に

瞬発力があ
る

合計

前

期

男子 ６６ １８９ １８４ ４１ ４８０

女子 １１０ １５７ ９６ １６ ３７９

全体
％

１７６
２０．５

３４６
４０．３

２８０
３２．６

５７
６．６

８５９
１００．０

後

期

男子 ７６ ２００ １６２ ４３ ４８１

女子 ７４ １５４ １２０ ３１ ３７９

全体
％

１５０
１７．４

３５４
４１．２

２８２
３２．８

７４
８．６

８６０
１００．０

１ 全く瞬
発力がない ２ ３ ４ 非常に瞬

発力がある 合計

前

期

男子 １２７ ２０４ １２０ ２９ ４８０

女子 １２４ １５２ ８６ １７ ３７９

全体
％

２５１
２９．２

３５６
４１．４

２０６
２４．０

４６
５．４

８５９
１００．０

後

期

男子 １２２ ２０９ １２０ ３０ ４８１

女子 １０３ １５ １１０ １６ ２４４

全体
％

２２５
３１．０

２２４
３０．９

２３０
３１．７

４６
６．３

７２５
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

前

期

男子 １３ ５７ １６７ ２４２ ４７９

女子 ２１ ７０ １７２ １１５ ３７８

全体
％

３４
４．０

１２７
１４．８

３３９
３９．６

３５７
４１．７

８５７
１００．０

後

期

男子 １３ ５８ ２０４ ２０１ ４７６

女子 １２ ５５ １７０ １３９ ３７６

全体
％

２５
２．９

１１３
１３．３

３７４
４３．９

３４０
３９．９

８５２
１００．０

１ 全く動か
していない ２ ３ ４ 非常に良く

動かしている 合計

前

期

男子 ８０ ２０４ １３６ ５８ ４７８

女子 ７４ ２０５ ７７ ２１ ３７７

全体
％

１５４
１８．０

４０９
４７．８

２１３
２４．９

７９
９．２

８５５
１００．０

後

期

男子 ８４ ２１３ １２２ ５７ ４７６

女子 ７１ １６０ １０１ ４４ ３７６

全体
％

１５５
１８．２

３７３
４３．８

２２３
２６．２

１０１
１１．９

８５２
１００．０

比較するとほとんど変化が認められないものの、「全く

筋力がない」と回答する学生の割合が前期２４％、後期

２０％とわずかながら減少傾向を示した。

表�－１０ あなたは自分自身に筋力があると思いますか

『あなたは、自分自身に瞬発力があると思いますか』

との質問に対し、表１０のような回答を得た。前後期を

比較するとほとんど変化が認められないものの、「非常

に筋力がある」と回答する学生が前期７％から後期９％

とわずかに増加傾向を示し、「全く瞬発力がない」と回

答する学生が前期２１％から後期１７％と減少傾向を示し

た。

表�－１１ あなたは自分自身に瞬発力があると思いますか

『あなたは、自分自身に持久力があると思いますか』

との質問に対し、表１１のような回答を得た。前後期を

比較すると肯定的な回答をする学生が前期２９％から後

期３８％と有意に増加した。

表�－１２ あなたは自分自身に持久力があると思いますか

表�－１ 身体能力が高いと思うか

『あなたは運動する（体を動かす）ことが好きです

か』との質問に対し、表１２のような回答を得た。前後

期を比較すると顕著な変化が認められなかったが、肯

定的な回答をする学生が前期８１％から後期８４％とわず

かながら上昇傾向を示した。

表�－１３ あなたは運動すること（体を動かすこと）がすきですか

『あなたは、日常身体を動かしている方だと思いま

すか』との質問に対し、表１３のような回答を得た。前

後期を比較すると顕著な変化は認められなかったが、

肯定的な回答をする学生が前期３４％から後期３８％とわ

ずかながら増加傾向を示した。

表表�－１４ あなたは日常身体を動かしているか

体力・身体活動に関する自己評価については、前期

から後期へと概ね良好な変化が認められた。特に持久

力については有意な向上である。持久力は身体活動・

運動において基礎となる能力であり、持久力の向上は

一般に体力の向上と考えられる。本調査では自己評価

ではあるが学生自身が授業を通じて持久力が向上した

と感じていることは評価できる結果である。持久力は

３２ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



やせ
BMI＜１８．５

標準
１８．５≦BMI＜２５

肥満
２５≦BMI＜３０

高度肥満
３０≦BMI 合計

前

期

男子 ３６ ３８１ ５３ １３ ４８３

女子 ３５ ２９２ ２５ ４ ３５６

全体
％

７１
８．５

６７３
８０．２

７８
９．３

１７
２．０

８３９
１００．０

後

期

男子 ３６ ３９０ ４５ ７ ４７８

女子 ２２ ３１６ ２９ ９ ３７６

全体
％

５８
６．８

７０６
８２．７

７４
８．７

１６
１．９

８５４
１００．０

２０００�未満の
人数

２０００�以上の
人数 合計 平均値

前

期

男子 １６１ ２６９ ４３０ ４６８３．７

女子 １９７ １１１ ３０８ ２３４８．９

全体
％

３５８
４８．５

３８０
５１．５

７３８
１００．０ ３７０９．３

後

期

男子 １８１ ２８５ ４６６ ４７５１．５

女子 １８９ １６３ ３５２ ３１５０．９

全体
％

３７０
４５．２

４４８
５４．８

８１８
１００．０ ４０６３．８

性別 時期（人数） 平均値 標準偏差

男子 前期（４８７） １６．０ ４．６７

後期（５２２） １５．６ ４．６２

女子 前期（３８２） １５．０ ４．２３

後期（４１３） １４．４ ４．２９

定期的に運動を実施しなければ向上しない能力であり、

この向上は健康・運動科学実習を１年間通して実施し

ている効果であると考えられる。

４．身体に関する知識について

『普段、運動をしていないときの心拍数（脈拍）は

いくつくらいだと思いますか』との質問に対し、正答

者（正答を４０～８０拍／分とする）の割合は前期７６．２％、

後期８３．７％と増加傾向を示した。

『激しい運動を行っているときは、心拍数（脈拍）

はいくつくらいだと思いますか』との質問に対し、正

答者（正答を１６０～２００拍／分とする）の割合は前期

８．１％、後期５０．３％と顕著に増加した。

一般には心拍数を手がかりに運動強度を定める。こ

れら安静時および高強度運動時の心拍数を理解するこ

とは、今後適切な運動強度で運動することを推進する

ときに非常に有益な情報となる。この知識の習得は健

康・運動科学実習における「身体リテラシー教育」の

大きな成果と考えられる。

５．体格について

ＢＭＩを前後期で比較すると、全体としては前期か

ら後期にかけ「やせ」「肥満」「高度肥満」の割合がわ

ずかながら減少し、「標準」の割合が増加した。健康・

運動科学実習の授業の中で、体重・体脂肪の測定を年

４回実施し、そのデータを用いて体格に関する講義も

行っている。当然その中で適切なＢＭＩについても触

れており、これも身体リテラシー教育の成果と考えら

れる。

表�－１５ BMI について

６．身体活動量について

ＩＰＡＱを用いた身体活動量調査の結果、表�－１６の

ような結果を得た。１週間の身体活動量が２０００�以上

の学生は前期５２％から後期５５％と有意ではないが増加

傾向を示した。１週間当たり２０００�以上の身体活動は、

生活習慣病の予防にとって有効であるといわれている。

身体活動量が２０００�以上の学生が増加したことは非常

に望ましい結果といえる。

平均値も全体では前記から後期にかけて約３００�の増

加傾向を示し、特に女子では約８００�の有意な増加で

あった。健康・運動科学実習の効果だけではないかも

しれないが、活動量の多い学生が増えることは非常に

好ましいことである。今後は２年生以降における追跡

調査や、大学卒業後においても高い身体活動量を維持

することができるような教育の必要と考えられる。

表�－１６ １週間当たりの身体活動量

７．運動セルフ・エフィカシー

岡の運動セルフエフィカシー尺度を用い、学生の定

期的に運動することに対する「自信の程度」を評価し

た。尺度は運動を行うのに阻害的に作用する五つの状

況のもとでの運動を行う自信の程度を「全くそう思わ

ない」から「かなりそう思う」までの５段階で回答を

求めるものである。この５段階に対応させて１から５

点を配し合計点を算出した。表�－１７に前後期のＳＥ得

点の平均値を示した。男女とも若干後期が低下した。

表�－１７ 前・後期運動 SE得点

前後期とも５項目すべてに回答した者について、後

期の得点から前期との差を算出した。この得点差がプ

ラスとなったものを「増加」、変わらなかったものを

「維持」、マイナスとなったものを「減少」とし結果を

図�－２に示した。女子は減少した者が５割をわずか

に超えた。男子では維持と増加を合わせた割合が５割

を超え、女子とは対照的な結果であった。
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Q１６身体活動 自己評価

低下 向上 合計

運動 SE 得点 前期より減少群 度数 １０４ ８２ １８６

％ ５５．９％ ４４．１％ １００．０％

維持・増加群 度数 ５７ １１２ １６９

％ ３３．７％ ６６．３％ １００．０％

合計 度数 １６１ １９４ ３５５

％ ４５．４％ ５４．６％ １００．０％

χ２＝１７．５８６ P＜０．０１

表�－２ 運動ＳＥ得点前後期変化

前後期の運動セルフエフィカシー得点の増減につい

て、「� 健康部門」の調査項目の中からから、「Ｑ１４

あなたは運動することが好きですか？」（「運動の愛好

度」とする）と「Ｑ１６あなたは、日常身体を動かして

いる方だと思いますか？」（「身体活動自己評価」とす

る）をとりあげ関連を分析した。前期から後期にかけ

て「運動の愛好度」が低下した群と向上した群とで後

期運動ＳＥ得点の平均値を比べると表�－１８のとおり

運動の愛好度が向上した群の方が有意に高い得点を示

している。前後期「健康・運動科学実習」をとおして

運動の愛好度が高まり、運動ＳＥ得点の向上、つまり

運動への取り組み姿勢が積極的になっていることを示

している。また、表�－１９に示したとおり前期から後

期にかけての運動ＳＥ得点が維持または増加した群は

減少群に比べ「身体活動自己評価」が向上している者

が有意に多く、週当たりの身体活動量（消費カロリー）

も、減少群の平均４０５３．１�に対し維持・増加群では

４１５４．２�と若干多い結果であった。

以上から運動セルフエフィカシー得点を学生の運動

に取り組む姿勢の変化を捉える評価尺度として用いる

事の有効性が示唆された。

表�－１８ 運動の愛好度と後期運動 SE得点比較

表�－１９ 運動 SE得点と身体活動自己評価
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